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月経異常  
（頻発月経、機能性出血） 
 

自律神経失調（血管運動神経症状）  
（ほてり、のぼせ、発汗異常、動悸、めまい） 

 

精神神経症状  
（頭重感、不眠、憂うつ、記名力低下） 

 
泌尿生殖器の萎縮症状  
（老人性膣炎、外陰掻痒症、性交障害、尿失禁） 

 
心血管系疾患  

（動脈硬化、高血圧、狭心症、心筋梗塞、脳卒中） 
 

骨粗鬆症  
（椎体骨折、大腿骨頚部骨折） 

 
痴呆  

（アルツハイマー病、脳動脈硬化） 

急激な減少 

                                   
エストロゲンの働きと不足症状 
 

閉経前後・・・更年期障害 

 子宮・子宮内膜・乳腺・膣粘膜 
☆泌尿器系（不足すると尿失禁） 
☆骨代謝（不足すると骨粗鬆症） 
☆脂質代謝（不足する高脂血症・ 

動脈硬化・心血管系疾患） 
  ☆皮膚・血管壁 

女性ホルモン（エストロゲン）はどこに 
作用するのですか？ 

エ
ス
ト
ロ
ゲ
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エストロゲンの急激な減少による 
ホルモン・自律神経・情動中枢の乱れ 

その後の 30年 
エストロゲン不足による、老人病・ 
成人病の出現 

老
人
病
・
成
人
病 
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